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３月の古紙回収日【毎月第１・３火曜日】 

  

３月１日（火）・１５日（火） 

 
◎午前中に、芳養公民館前に出して下さい。  
◎雑誌、新聞、ダンボールの３種類に分け、   

必ず紙ヒモでくくって出して下さい。    

※回収日以外は、回収できませんので出さないで下さい。 

ＴＥＬ：２２－１４２９  ＦＡＸ：２３－１９０９ 

住所：田辺市芳養松原一丁目１５－８ 

平成２８年度 芳養公民館教室・サークル受講生募集！ 
 

 芳養公民館では、平成２８年度に開講する教室・サークルの受講生を募集しています。 

 受講を希望される方は、芳養公民館（℡２２－１４２９）までお問合せください。 

◎水彩画サークル 
 

 【日 時】 毎月 第１・４水曜日 午後７時～９時 

 【会 費】 年間１２，０００円 

 【準備物】 絵の具・筆・水入れ・Ｆ６スケッチブック 

◎茶道サークル（表千家） 

 

 【日 時】 毎月 第２・４金曜日 午後７時～９時 

 【会 費】 年間８，０００円（会費は中学生以下無料） 

 【材料費】 年間６，０００円 

 【準備物】 扇子・懐紙・楊枝 

◎料理サークル 
 

 【日 時】 毎月 第３火曜日 午後７時～９時 

 【会 費】 年間１４，０００円 

 【材料費】 年間 ６，０００円 
 【準備物】 エプロン・三角巾・タッパー（料理は各自持ち帰る） 

◎書道サークル 
 

 【日 時】 毎月 第１・３木曜日 午後７時３０分～９時３０分 

      ※冬場（10月～３月）は午後７時～９時 

 【会 費】 年間１２，０００円 

 【準備物】 書道道具一式【ペン習字道具一式】 

◎生け花サークル 
 

 【日 時】 毎月 第１土曜日 午後１３時３０分～１４時３０分 

 【会 費】 年間７，０００円（会費は中学生以下無料） 

 【材料費】 年間１１，０００円 

 【準備物】 鋏・剣山 

《教室・サークル開催についての注意事項》 
 
①公民館主催の教室は、申込者数によっては、教室として開催できない場合がございますので、 
 あらかじめご了承ください。 
 

②年会費は初回に一括で納めていただき、途中退会等でも返金はできません。 
 

③日時や会費、材料費等については、都合により変更する場合があります。 

平成２７年度 市県民税申告の出張受付について 
 

 市県民税の申告をされる方の便宜を図るため、係員が会場に赴き、下記のとおり申告の相談受付を
いたします。 
 当日は、筆記用具・印鑑及び源泉徴収票などの必要書類を必ずご持参ください。 

（問い合わせ先）税務課 市民税係 ℡２６－９９２０ 
      

    【受 付  日】 平成２８年３月３日（木） 

        【受付時間】 ９時３０分～１５時 

        【会      場】 芳養公民館 １階 大集会室 

第９回 読み聞かせ教室 

紀州の昔ばなし 

 以下内容のとおり、読み聞かせ教室を行います。 

 子どもから大人の方まで楽しめる内容ですので、皆様お誘い合わせの上、

ぜひご参加ください。 

【日 程】 平成２８年３月２６日（土） 

      １３時３０分から 

【内 容】 熊野の民話     児玉 晴代さん  

      アコーディオン演奏 坂本 義次さん 

                              ・アコーディオンの伴奏で、懐かしい歌をみんなで歌いましょう。 

たこ作り・たこ揚げをしました 

 １月16日（土）、芳養公民館、芳養児童センター共催で、子どもたち
を対象にした、「たこ作り・たこ揚げ」を実施しました。 
 当日は、少し風が強かったのですが、児童たちは元気いっぱいで、好
きな絵を描いた凧を、楽しそうに空高く揚げていました。 



  第１４２回 卒業証書授与式      
 第１４２回（今年度で卒業生総数８,６１６名）の卒業証書授与式を３月２３日
（水）に挙行する予定になっています。今年は４６名の児童たちが中学校へと巣
立っていきます。 
 私は、本校に着任して３年目ですが、６年生の頑張りや成長をこれまで見て参り
ました。活き活きとした授業での姿や、後輩をリードしながら学校全体を引っ張っ
ていく姿、委員会・クラブ活動での頑張り、また、郡水泳大会や郡陸上競技大会で
の大活躍など、本校の最高学年としての責任を果たし、本当によく頑張ってくれた
と心より感謝しています。 
 本校の校訓「健・考・和」を考えた時、６年生はいつも、たくましい子であり、
かしこい子であり、やさしい子でありました。小学校の６年間が終わり、次のス
テージ（中学校）に移りますが、これからもしっかり将来を見据え、努力を積み重
ねて、それぞれの分野で活躍されることを期待しています。 
 また、苦しい時、つらい時には、この芳養の山や川、校舎や運動場、教室、友の
顔や地域の人々を思い出し、勇気とエネルギーに変えてほしい、そして、この先ど
こにいても、この芳養というふるさとを忘れないで、ふるさとを愛し、人々を愛し、
この学校を愛し続けてくれることを心から願っています。 
 地域の皆様方には、この先も変わりませず、いついつまでも卒業生を温かく見
守って下さいますようお願い申し上げます。 
  

熊野古道語り部ジュニア活動 

６年生が紀南文化会館で発表 
 

 ご承知の方も多いかもしれませんが、現在、田辺市では、「紀伊山地の霊場と
参詣道」が世界遺産登録並びに市制合併10周年記念事業の一環として、市をあげて
熊野古道語り部ジュニア活動に取り組んでいます。そして、先日、芳養から本宮ま
での小中学校が紀南文化会館に一同に会し発表会が開催されました。本校は、田辺
第三小学校、明洋中学校とグループを組み、我が地域の遺産について皆さんの前で
披露しました。児童生徒は精一杯の発表で高い評価を頂き嬉しく思っています。 
 「体験を経験に変える」という言葉がありますが、体験したことを、繰り返しそ
れに関わり、またそれを人に伝えることにより、経験に変わるのだと言われます。
そして、そのことが思い出とともに、自己肯定感や有用感、自尊感情の高揚にもつ
ながるように思います。 
 芳養小学校では、主に５年生で語り部活動に取り組み、６年生になった時に、新
５年生に聞かせ、脈々と受け継いで行ければと考えています。今後は、さらに学習
内容を高め、出来れば機会を設定して、是非、地域の皆様方にもお聞きいただけれ
ばと思いますので、ご案内の際にはよろしくお願い致します。  
 

 地域のみなさま方に感謝！  

一年間本当にありがとうございました。 
 日ごとに明るさが増し、春の気配を感じさせる今日この頃、皆様、いかがお過
ごしでしょうか。この一年間を振り返り、みなさま方の温かいご支援・ご協力に改
めて感謝申し上げます。 
 私は常々、児童のすくすく育つ姿や変化する姿を見ていますと、人は人によっ
て、成長させて頂くのだなあと感じます。嬉しさや喜びはみんなで共有したいと
思い、苦しみや悲しみは、周りの人によって癒やされ、次へのエネルギーに変え
てくれます。世の中のしくみやルール等も、人との関わりの中で学習する部分が
大きく、人が人を育てるのだと感じます。 
 これまでの本校の様々な取り組みを考える時、教室での授業や課外活動、学校行
事、クラブ活動、ふれあい教室、どれを取りましても、保護者の皆さんや地域の方々
の温かい関わりや支えの中での活動でありました。度々、学校に足を運んで頂いた
り、訪問させてもらい親切にして頂いたり、感謝の気持ちでいっぱいです。 
 この一年を今、振り返り、児童には大きな事故や怪我がなかったことが何よりだ
と思いつつ、今後とも、一人ひとりの子どもを大切にした教育を目指し、学力をは
じめとした「生きる力」を更に向上させるための方策や、交通安全、防災に向けて
の取り組み、地域とともに歩める活動等々、本校学校教育がさらに充実するよう職
員一丸となって前進して参りたいと考えています。 
 末筆ながら、地域の皆様方に改めて感謝申し上げますとともに、今後とも、変
わらぬご支援・ご協力頂けますことをお願いしまして、年度末のお礼とします。                                                           
           平成２８年３月 学校長 

芳 養 小 学 校 大 坊 小 学 校 明 洋 中 学 校 

第４６回 卒業証書授与式 

 ３月２３日に第４６回大坊小学校卒業証書授与式を予定しています。 

大坊小学校は、昭和４５年芳養小学校から独立し、これまでの４６年間で

２８５名の卒業生を送り出しています。本年度の卒業生は女子３名。この一

年間全校児童のリーダーとして、がんばってくれました。 

地域の皆様には、いつも温かく見守って頂き、ありがとうございました。

ご支援に対しまして、心よりお礼申し上げます。 

 

卒業制作・・・ただいま制作中・・・ 
 卒業記念として、今年も壁画作成を行って

います。３名の卒業生が、自分の夢を絵に

し、プールサイド壁面に描き上げます。２月

には、校長室に来て、自分の将来の夢を語

り、絵にして残す許可を得に来ました。仕上

がりを楽しみにしているところです。 

 

校内縄跳び大会 

  縦割り班対抗で行う、本年度最後の行事です。例年は、水泳大会・運動

会・駅伝、そして縄跳び大会と４つの班対抗を行っているのですが、駅伝

は、予定していた日があいにく大雪の日であったため、予備日としていた翌

日も道路の雪が解けきらず実施することができませんでした。最後となる縄

跳び大会への意気込みは高まっています。 

 縄跳び大会には、１回旋１回跳びを決められた時間跳び続ける競技があり

ます。 

１年生は１分、２年生は２分、３．４年生は３分、５．６年生は５分です。

この目標を全員が達成できるよう、練習に励んでいます。単純なことですが

心身の強さが必要です。自分に負けずにがんばってくれることを願っていま

す。 

 

１・２年生 コマ回しに挑戦 

 １月１５日に地域の皆さんに昔の遊びを教えて頂きました。コマを回す姿

に憧れたようで、子どもたちは「できるようになりたい。」と、一生懸命練

習を始めました。学校が休みの日にも、お家でかなり練習したようで見事に

全員が回せるようになりました。教えに来て下さった地域の皆様、本当に有

り難うございました。あの時頂いたアドバイスが子どもたちの頭にしっかり

入ったようでした。 

＊＊＊コマ回し大会＊＊＊ 
はじめに、れんしゅうをしました。５かいせんしました。１かいまけたけ

ど、４かいかちました。こまはカラカラという音がしました。心がさわやか

になってきました。コマをまわすとき、ひもをつよくまきました。２年生に

な っ た ら、１ 年 生 に も お し え て あ げ た い で す。             

１年  ひなわ まよ 

 

 しあいのまえに、れんしゅうをしました。なんかいもなんかいもれんしゅ

うしてから、本ばんがきました。うまくまわせました。なげてから、ひもを

ひきました。うまくひもをひくとまわりました。たのしかったので、２年生

になっても、コマまわしをしたいです。上手にまわせたので、もう１かいし

あいをしたいです。  １年 さかした あき 

明洋中学校から 

 平成２７年度も残り一ヶ月となり、明洋中学校の生徒たちも各学年のまとめと
して、充実した学校生活を送っています。 
 ３年生にとっては、三年間の中学校生活の締めくくりと進路の実現に向けラス
トスパートをしています。 

 
◇保育実習をしました 
  1年生は「もとまち保育所」、「こどものへや」の
協力を得て、家庭科の授業の一環で「保育体験」を実
施しました。 
 大半の生徒たちは小さな子どもたちと接すること
が初めての経験で、初めは戸惑いながら接していま
したが、時間が経過するにつれお互いコミュニケー
ションもとれ、楽しそうに交流をしていました。あっ
という間に時間も過ぎ、終了時にはお互い名残惜し
そうに別れを惜しんでいました。 

 

◇校内マラソン大会を開催しました 
  ２月１日に大雪で延期となっていた、恒例の校内マラソン大会を開催しました。 
 男子４．６㌔、女子３．１㌔の天神崎周回コースで実施し、最後まで走りきる持
久力や最後までやり遂げる精神力を養うこと、全員が大会出場や運営に参加し、と
もに学び ともに高めあうこと、学級の連帯を深めることを目的として実施しまし
た。 
  校内マラソン大会では個人の記録の他、参加者の全員の平均順位を競い合う団
体戦（学年別クラス対抗戦）を実施し、生徒の皆さんは熱のこもった力走を見せて
くれました。 
  当日、地域、保護者の皆さま方から生徒たちに温かいご声援をいただきましたこ
とお礼を申しあげます。 

 

◇中学生議会に参加しました 
  ２月１３日に田辺市合併１０周年記念事業の一
環で実施された、「田辺市中学生議会」が田辺市役
所本会議場で開催されました。 
 田辺市内１４中学校から１７名の生徒が参加
し、本校から生徒会を代表して２年生、濱本琳太郎
君と田中希実さんが参加しました。 
 濱本琳太郎君は副議長として司会進行を努め、  
田中希実さんは５番目の登壇者として、「地域との
連携」について、本校の取組を紹介しながら質問をしました。 
 各中学生議員から市政に対する１４の質問がされ、真砂充敏市長、中村久仁生教
育長から質問に対して答弁がありました。 
  質問・答弁が終了した後、中学生議会から「地域が元気な田辺市、災害に強い田
辺市、子どもや高齢者に優しい田辺市」をめざし、市内の中学生が力を合わせまち
づくりに参加していくことを提案し、議会が閉会しました。 
  厳粛な場において、緊張したことと思いますが、濱本君、田中さんは立派に大役
を果たしてくれました。この経験を今後の生徒会活動に活かしてくれることと思
います。 

  

◇中学校見学会を実施しました 
  ２月８日に芳養小学校、２月１２日に田辺第三小学校の６年生の皆さんが本校
を訪れ中学校の様子について見学をしました。 
 本校の林教頭から中学校の活動や生活について、スライドを見ながら説明を受
けました。その後、中学生の先輩たちの授業や部活動の様子を参観してもらいまし
た。中学生の皆さんは後輩たちの来校に、少しでも格好の良いところを見せなけれ
ばと張り切った姿を見せていました。 
 四月には市内６校から９６名が本校に入学することが予定されています。 


